
ご紹介した「パソコン講座」「パソコンサロン」及び「あそびcafe」の
今後の予定については、13～14ページをご覧ください。

プラザ通信
まちづくり・生涯学習情報誌

自分らしく、

粋なくらし

「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントなどの記事を募集しています。
次号は、「令和2年3月下旬発行予定」です。令和2年4月以降の情報をお待ちしています。
下記、発行者までお送りください。[令和2年1月末日必着]

〒730-0036  広島市中区袋町6-36
TEL：082（545）3911（代表）
TEL：082（545）3913（施設予約受付専用）
FAX：082（545）3838

●開館時間
午前9時30分～午後10時
●休館日
毎月第3月曜日、12月29日～ 1月3日
●交通アクセス
市内電車：「袋町」電停から徒歩約3分
バス：「袋町」バス停（広島電鉄・広島バス）
から徒歩約3分
アストラムライン：「本通駅」から徒歩約6分

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用
　ください。ただし、車いす使用者等にご利用いただく
　駐車場は3台分用意しています。

※自転車・バイクの方は、地下の公共駐輪場（有料）を
　ご利用ください。

●ホームページ
http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/

●ひろしま情報a-ネット
http://www.a-net.shimin.city.hiroshima.jp/

●E-mail
m-plaza@cf.city.hiroshima.jp

合人社ウェンディひと・まちプラザ（広島市まちづくり市民交流プラザ）

令和元年11月29日発行　発行者／公益財団法人広島市文化財団　まちづくり市民交流プラザ　〒730-0036　広島市中区袋町6-36 ※再生紙・植物油インクを使用しています。

マルチメディア学習事業
まちづくり市民交流プラザでは、マルチメディア学習事業として、大

きく2つにわけて実施しています。
パソコン講座（パソコン学習支援）
「パソコン講座」は、ICT学習支援3団
体の協力のもと、年間10～15講座（今
年度は計14講座）を開講しています。パ
ソコン初心者向けのWordやExcelの基
礎講座からビジネスマンにも好評の関数
やマクロを扱う講座など、市民の幅広い
ニーズに応える充実した内容となってい
ます。各団体で独自のテキストを作成す
るなど工夫をこらし、講座の開講前には
事前研修を行っており、受講者に満足
いただけるよう日々研鑽を積んでいます。
来年度には、新たに小学校で必修とな
る「プログラミング」に注目し、大人対
象だけではなく、小学生親子向けの講座を計画中です。
※計画段階であり、必ずしも開講するわけではありません。
詳細については、来年度の広報をご確認ください。
パソコンサロン（ICT個人学習支援）
「パソコンサロン」は、偶数月の毎週日曜午後1時半～4時半に開催
しています。パソコン操作に自信のない方でも気軽にお越しいただけ

るよう、ICTボランティアが常駐しており、お困りごとには親切丁寧に
お答えしています。また定例のサロン以外にも、年2回ほど「パソコン
体験会」を実施しており、9月7日・14日に開催の高齢者作品展（プラザ
協賛事業）の際には、延80人のご来場をいただきました。
年度末には、ICTボランティア養成講座を計画しており、これから

何かはじめたいという方へ市民活動参加のきっかけづくりにも取り組
みます。令和2年2月に予定しておりますので、プラザHPやa-ネット等
の広報をご確認ください。一緒にサポートしくださる仲間をお待ちして
います！

余暇活用相談会“楽し人のためのあそびcafe”
150回達成記念の会を開催
当プラザにて毎月開催している余暇活用相談会は、平成21年のス

タートから10年、今年6月に第150回目を迎えました。これを記念して、
10月19日に「余暇活用相談会“楽し人のためのあそびcafe”150回達成
記念 ―第三土曜日の出会い―」を開催しました。
会の冒頭では、余暇活用相談会が形態やタイトルを変えながら、現

在の語り合うスタイルのあそびcafeとして実施されるに至った流れを振
り返りました。次に、参加者それぞれが相談会に足を運んだきっかけ
や、これまで参加した感想を語りました。継続して参加されている方
からは「最初に来た頃より成
長が実感できている」「会へ
の参加が家庭での話題に
なっている」などの嬉しい報
告があり、参加者全員で喜び
あいました。150回の節目に、
これまでの成果を確認しあい、
会の今後について語り合う貴
重な機会となりました。

合人社ウェンディ
ひと・まちプラザ

募集して
います！

▲「パソコン体験会」の様子

▲「150回達成記念 あそびcafe」の様子
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子どもたちに感動を与え、

音楽の楽しさを伝える

NPO法人心豊かな家庭環境をつく
る広島21

ダイヤモンドのように、いつまでも輝き続ける自分たちが楽しんで活動することで、笑顔がうまれる
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子どもたちに感動を与え、
音楽の楽しさを伝える

NPO法人心豊かな家庭環境をつくる広島21（NPOこころ21） http://www.tsure20.co.jp/kokoro21.html

芸術の秋。子どもたちを心豊かに、高齢者を笑顔に、音楽を通して平和を伝えるなど、
さまざまな活動をしている団体を紹介します。

音楽で笑顔あふれるまちづくり

大学と協力し子どものためのコンサートを開催
家庭や地域社会が抱えるいろいろな課題に取り組み、みんなで

支えあう地域づくりを目指し「NPO法人心豊かな家庭環境をつくる
広島21」は平成18年に設立されました。さまざまな取り組みがある
中で、平成25年から、情緒形成期の子どもたちに感動を与え、音
楽の楽しさを伝える活動「子どものための音楽プロジェクト」をエリ
ザベト音楽大学と広島文化学園大学の協力のもと実施しています。

食文化の改善など子
どもを中心としたさまざま
なプロジェクトの中で、
「保育園・幼稚園へ本
物のクラシック音楽を届
けたい」「出前コンサー
トをやろう」などの意見
が浮上している時、安

東幼稚園（広島市安佐南区）が閉園するにあたって、思い出とな
るイベントをしたいという話があったそうです。そこで、エリザベト
音楽大学に協力を依頼したところ、大学側は快諾。平成25年2月
に「こども夢コンサート」と題し、教員と学生・卒業生の総勢16人
が、クラシック音楽を中心に、歌や管弦楽器、打楽器で、園児や
保護者など約120人を前に10曲を演奏しました。
「静かに演奏を聴く園児の目がキラキラと輝き、終わった後に力
いっぱいの拍手を送ってくれる。その姿を見た瞬間、やって良かっ
た、閉園にあたり最高のプレゼントをすることができた、そう感じま
したね」と語るのは、副理事長の野坂忠守さん。正直な子どもた
ちの表情と反応は、演奏者にとっても貴重な体験となったそうです。

未来を見据えて10年計画で芸術音楽の普及、
人材の育成も
公演後、話を聞いた他の園からも同様のコンサートを希望する
話が来るようになりました。子どもの成長に欠かせない、芸術的な

CLOSE
UP

▲ みゆき保育園（広島市西区）での「こども音楽体験教室」の様子（令和元年10月）

みゆき保育園
（広島市西区）での
「こども音楽体験教室」
の様子
（令和元年10月）

▲ NPOこころ21の皆さん
　（右から2人目が副理事長の野坂忠守さん）

※掲載している各団体への問い合わせは発行者である（公財）広島市文化財団まちづくり市民交流プラザまでお願いします。1082-545-3911
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広島県民文化
センターでの
練習の様子

▶広島合唱同好会

広島シーサイド病院
（広島市南区）での
活動の様子
（令和元年５月）

▶ダイヤモンズ

09 H㎡助成支援団体のご紹介
▶アカハイ・ホヌ
▶一般社団法人まちづくり四日市役場
▶かわなみサイクリングロード実行委員会

07 人材バンク  名人 宝人 達人
▶吉島フォークダンスサークル
▶村岡 啓子さん

05 らしっくレポート ひろ記者が行く
▶横川にカンパイ！ 街と人をつなぐ『音楽』の架け橋

らしっくコラム
▶地域と人をつなぐ音楽
　エリザベト音楽大学 音楽文化学科 学科長 教授
　壬生千恵子

11 情報の森

15 プラザ通信

「こども夢コンサート」に出演したエリザベト音楽大学の皆さん（平成30年）

▲ 広島文化学園大学の教員とOB・OGの皆さん

06 ようこそ！公民館へ
▶安佐北区内公民館

感性を音楽で培っていくためにも、このコンサートの必要性を感じ、
広島文化学園大学・音楽学科にも協力を依頼。2大学のサポート
を受けながら、年間7、8園の出張演奏を目標に実施していました。
さらには平成25年に、10年計画で広島市内の市立保育園・幼稚
園の100近い園を全て回ることを目標に定め、その後は1年間に9
園ほどを訪問。令和2年までに、エリザベト音楽大学は延べ35カ
所、広島文化学園大学は延べ25カ所の60カ所の訪問が決まって
います。
コンサートは基本的に学生が中心となって実施しており、場合
によっては大学のOB・OGが参加することもあります。エリザベト音
楽大学は、楽器の演奏や歌に加えて、ミュージカルとオペラの要
素を取り入れた音楽劇を、広島文化学園大学は、いろいろな楽
器の演奏、その楽器について園児でもわかりやすく教えるなど、
それぞれが工夫しています。コンサート前は、NPOこころ21のス
タッフと大学の参加者が事前に話し合い企画構成。園に配布す
るプログラムも、大学側が準備することで学生のマネジメント能力
の育成にもなり、子どもたちに分かりやすく教える指導者としての
能力向上に役立っているそうです。
「当初は試行錯誤でしたが、回を重ね、園児たちの真剣なまな
ざしを見ると、理念は間違っていなかったことを実感しています。
運営面で検討する点もありますが、今後も可能な限り継続して、
最終的には広島市内の市立保育園・幼稚園を全て回れるよう積
み重ねていきたいですね」と野坂さん。課題はあるものの、園児た
ちの輝く目を見るたびに、コンサートを開く意義を再認識している
そうです。
地元の大学と共同で行う文化的社会貢献、芸術音楽の普及、
音楽文化を担う人材
育成など、コンサート
の背景にさまざまな理
念を掲げ活動する
NPOこころ21の存在
は、大きな役割をもっ
ていると感じました。

さかただ もりの

0201



さまざまな得意分野を持った
有志で結成された演芸ボランティア
広島県高齢者健康福祉大学校の第12期生の有志20人が、
平成16年に演芸ボランティア「ダイヤモンズ」を立ち上げました。
メンバーは、それぞれが得意とする歌や踊り、大道芸などに磨きを
かけて、お年寄りも参加できるプログラムを構成。県内各地の高
齢者施設を訪問して活動しています。
「広島県高齢者健康福祉大学校修了前に、大学校の中の
サークル「童謡を歌う会」と「フラダンス同好会」に所属していた仲
間から、「このまま別れるのはもったいない」という声があがり、そ
れなら、それぞれの得意分野を活かして、高齢者の方 に々喜んで
もらう演芸のボランティアをしては、と考え始めたのがダイヤモンズ
です」と代表の金輪忠雄さんは語ります。

音楽と多彩なプログラムで
参加者全員で楽しむ
団体名のダイヤモンズは、自分たちがいつまでも輝き続けたい、

との願いを込めてネーミング。現在メンバーは、男性3人、女性10
人の13人。平均年齢は77歳ですが、皆さん大きな声を出して歌っ
たり、踊ったりとパワフルで、年齢を感じさせません。月２回の練習
に加えて、月１回、広島市内はもちろんのこと、県内各地の老人
福祉施設やいきいきサロンなどを訪問しています。当初は、自分た
ちで施設等に売り込みをしていたそうですが、今では皆さんの活
動が評判を呼び、口コミでその存在が広まって、通算の活動回数
は15年間で211回にもなっています。
訪問時のプログラムは、ダイヤモンズのテーマソングを歌ってス

タート。その後、誰もが知っている童謡を季節によって選曲し、参

加者皆で歌います。親しみやすい歌を皆で一緒に歌うことで一体
感が生まれて緊張がほぐれ、笑顔になり、次第に大きな声で歌え
るようになるそうです。
「メンバー全員が、人前に出る事は大好きで、訪れた先の雰囲
気を一つにまとめる事を大切にしています。まずはテーマソングと
して「ラバウル小唄」のメロディに自分たちについて紹介した歌詞
を乗せて歌って盛り上げて、そして一緒に童謡を歌います。こう
することで、皆さんに喜んでもらうと同時に、自分たちも、今日も楽
しくやるぞ！ といった気持ちになるんです」と金輪さん。まずは自分
たちが楽しまないと、参加者にも楽しんでもらえない、そのような気
持ちで毎回臨んでいるそうです。
プログラムは、他にもフラダンスやマジックコーナー、玄米ダンベ
ル体操などおよそ１時間。最後もまた、ダイヤモンズの終わりのテー
マを皆で一緒に歌って終わります。
「現在メンバーをサポートしてくれる人が１人いますが、基本ダイ
ヤモンズのメンバーは今の13人です。あと何年活動を続けること
ができるか分かりませんが、続けられる限りは、活動していきたい
と思っています」。幾つになっても、ダイヤモンドのように輝き続ける
姿に、皆さんの生きがい、やりがいを感じ、それが見る人にも伝
わってたくさんの笑顔がうまれているのだと感じました。

広島合唱同好会

県内有数の長い歴史をもつ混声合唱団
20代から80代の幅広い世代で構成
昭和29年、NHK広島放送合唱団のサポートで設立されたの

が「広島合唱同好会」です。65年経った今も、広島市を拠点に積
極的な活動を続けています。
「現在、広島県内には学校関係まで含めるとアマチュア合唱団
がおよそ250～300団体くらいありますが、私たちは県内有数の長
い歴史をもつ混声合唱団です。昭和32年から定期演奏会を始め、
昭和41年からは毎年欠かさずに開いています」と代表であり指揮
を務める大上義輝さん。大上さんは昭和40年から同会に加わっ
たそうです。
現在、メンバーは25歳から87歳まで、男女合わせて約60人が

在籍。ソプラノ、アルト、テノール、バスの4つのパートに分かれて、
歌声を披露しています。毎週月曜日の夜に広島県民文化センター
で練習をしており、広島市内はもちろんのこと、近隣の市町や山
口県周南市からも駆けつけるメンバーもいます。

歌って楽しく、聴いて楽しく
磨き抜かれた歌声を届ける
皆さんの磨き抜いた歌声を披露す

る場は、年に一度の大舞台、毎年5月
に開催する定期演奏会に加えて、平
和に関わる行事にも積極的に参加。
8月6日の平和記念式典とハノーバー
庭園南側で行われる平和の鐘祈念
式典、12月に行われる「第九ひろしま」
には昭和60年の第1回から毎年参加
しています。

「私たちは、歌って楽しく、聴いて楽しく、
をキャッチフレーズに、日々 練習に励んでいま
す。以前は、定期演奏会で宗教音楽など、
一見すると難しい歌も歌っていましたが、時
代の変化とともに聴く側の多様性にも柔軟に
応じ、最近では童謡や唱歌、アニメソングや
歌謡曲などさまざまなジャンルを歌い、興味を
もってもらうようにしています。1回の定期演
奏会につき、30曲近く歌うので、メンバーは覚えるのが大変だと思
いますが、皆やりがいをもって参加しており、練習への出席率も毎
回80％以上です」。
定期演奏会のプログラムに国際交流ステージを組み込むのも
特長のひとつ。広島在住の留学生の方 を々中心に、母国の歌や
踊り等を披露してもらい、聴く人に異文化を感じてもらっています。
これも、国際平和都市に存在する合唱団ならではの取り組みです。
また、昭和60年から平成22年までは、数年おきにヨーロッパを
中心に海外公演にも出掛けるなど、国際的にもその存在は知られ
ています。
「約2時間の練習で大きな声を出して歌うことで日頃のストレスを
発散できるのも、皆が感じる魅力のひとつではと思います。また、
自分たちの歌声で聴く人を魅了し、歌い終わった後会場いっぱい
に響くあたたかい拍手は、私たちにとっての大きな原動力になりま
す。会が継続していくためには今後、世代交代が大きな課題にな
りますが、乗り越えてこれからも、この歌声を響かせたいですね」
最後に大上さんはこう語ってくれました。
長年、積極的に活動を続けている皆さんの歌声は、これからも
広島に響き渡り多くの人を魅了することでしょう。

設立65年の合唱団
平和に関わる行事にも積極的に参加

特
集
2 特

集
3

ダイヤモンズ

ダイヤモンドのように、いつまでも輝き続ける
自分たちが楽しんで活動することで、笑顔がうまれる

▲ 代表の大上義輝さん

▲ 広島原爆養護ホーム倉掛のぞみ園（広島市安佐北区）での活動の様子
　（平成31年4月）

▲ さくら会館（安芸郡府中町）での活動の様子（令和元年10月）

▲ ハノーバー庭園の平和の鐘

▲ 広島県民文化センターでの練習の様子 ▲ メンバーの皆さん▲ 令和元年8月6日の平和記念式典に参加した皆さん

だいじょうよし てる

かな わ ただ お

https://kenfuku12.jimdofree.com/
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